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雲南市立田井小学校
校長 横田

田井小の強さの秘密、勝利と同じくらい大切なもの
～市陸上大会をふりかえって感じたこと～

１０月１０日に行われた「第２０回雲南市小学校陸上競技大会」では、田井小学校の子ども
たちが大活躍しました！
当日までの様子と大会をふりかえり、感じたことを書いてみたいと思います。

１．全力応援「壮行式」
大会の２日前に田井小学校で壮行式が行われました。
中心となって計画・運営したのは３・４年生。
選手たちの力になるためには、どんな壮行式にすればよ
いのか、どんな言葉やどんな応援を届ければよいのか。数
日前から一生懸命考え、１・２年生にも協力してもらいな
がら準備してきました。
そして、静寂の体育館に司会役の声が響きます。

「選手のみなさんが入場します！」
赤いユニフォームを身にまとったかっこいい選手が入場。
その後は、１人ひとりが腹の底から声を出し、全力応援！！「こんなに応援してもらってい

るなんて！」と、選手の心に響きました。田井小らしい素晴らしい壮行式でした。

２．全力疾走「陸上大会当日」
田井小学校の選手たちが出場したのは、１００ｍ、１０００ｍ、混成リレーの３種目。
当日の大東ふれあい運動場では、田井小の赤いユニフォームの選手が躍動し、なんと２種目

で優勝を勝ち取りました。
３つの種目の中で、混成リレーの場面を切り取ってみたいと思います。体育の時間や放課後

に繰り返し練習してきたバトンパス、それと一人ひとりが自分のベストを目指した走りができ
るかが勝負の鍵でした！
１走のSさん、緊張の面持ちでもしっかりと前を見つめ、いい走り出し。バトンは２走のRさ
んに。少し足の痛みがあったそうですが、直線を快走し２番手でバトンを３走のMさんに。
しっかり腕を振り、大きなストライドでコーナーを駆け抜け、アンカ－のHさんへバトンパス。
ここで前を行く学校とは１０ｍ超の差。田井小学校テントからも会場に響く大きな声援。ぐん
ぐん追い上げるそのたくましい姿に、会場からどよめきが起こります。そして、ついに逆転、
１着でテープを切りました。リレーメンバーの４人も応援団も、保護者の皆さんも喜びが弾け
た瞬間でした。

３．絆を感じた「大会後のひとコマ」
大会翌日、リレーメンバーが揃って私のところに来て、「僕が緊張している時、後ろから校
長先生の『大丈夫だよ、ファイト～！』という声が聞こえました。それで落ち着くことができ
ました。」と伝えてくれました。この子たちはきっと私だけでなく、たくさんの人に感謝の想
いを伝えたのだと感じました。みんなの力を出し切ってつかみ取った優勝。それにとどまらず、
感謝の思いをメンバー全員で伝えられる絆と信頼感に感激しました。
大舞台で他校の友達と競い、力強い応援を自分の力にし、全力を出し切った子ども達に大き

な拍手を贈ります。 ※雲南夢ネット「市陸上大会」放映予定 11/9（土）、10（日）19時～、22時～、25時～

１１/１６（土）
学習発表会を開催！

陸上大会で大活躍



９月までの暑さが懐かしく思えるほど、一気に秋めいてきました。
文化・芸術・スポーツ・食欲の秋として、何をするにもよい気候になりました。
まずは、今年度からスタートした吉田小学校との連合宿泊研修の様子を紹介します。

１．吉小の友だちと絆を深めた宿泊研修

１０月２・３日の１泊２日の日程で、５・６年生が吉田小学校
の友達と一緒に宿泊研修〔県立青少年の家〕に行ってきました。
自主・規律・友愛・奉仕をテーマに、「なかまづくりゲーム」、
湖面活動「サバニ」、「レザークラフト（革細工）」、「火起こ
しと野外炊飯」の体験活動や、施設での食事・就寝準備・掃除や
片付けなど生活全般に取り組みました。
どの活動も決して１人では達成することができません。
しかし、前の週にも「たたら学習」で吉田小の友達と一緒に活
動していたこともあり、全員のチームワークがばっちり！お互い
の気持ちを合わせ、相談したり協力したりしながら積極的に活動
することができました。
引率した教職員からは「ワンチームでやり遂げることができま
した。」、「自分から積極的に動き、友だちと協力する姿がいろ
いろな場面で見られました。」などの報告があり、子どもたちに
とってもうれしいことや楽しいこと、学べたことがたくさんあっ
た宿泊研修になりました。

このように、両校にとって初めての宿泊研修は充実したものと
なりましたが、これは一朝一夕にできることではありません。
吉田中学校区において、長年の間、保小中連携教育に力を入れ
てこられていることや、低・中学年の頃からの小小交流の積み重
ねにより結実した大きな成果だと思います。

１学期末から夏休み、２学期にかけて、田井小学校の子どもたちは文武両道で大活躍しました。
やる気と努力で取り組んだ素晴らしい成果、自信になりますね！

○県硬筆書写コンクール
銀賞 １年 さん、２年 さん
銅賞 ３年 さん、４年 さん、５年 さん

６年 さん、６年 さん

○市読書感想文コンクール
最優秀賞 ２年 さん、５年 さん
優秀賞 ３年 さん

○市陸上競技大会
６年男子１００ｍ 優勝 ６年 さん
混成リレー 優勝 田井小Ａ（ さん、 さん、

○市科学作品展 さん、 さん）
特選 ４年 さん
入選 ３年 さん、５年 さん、６年 さん、６年 さん

２．入賞おめでとう ～文武両道で大活躍～



木次図書館の見学（町たんけん）

続・秋冬野菜を育てよう

ひまわり・たんぽぽ学級の１・３年生が
自分たちで選んだ秋冬野菜に必要なものを
買いに行き、種まきと苗植えをしました。
野菜のこと、その野菜を使って作りたい

料理を積極的に調べ、協力して活動してい
ます。
観察したり、世話をしたりしながら、大

きく育つのを楽しみにしているところです。

子 ど も た ち の 活 動 か ら

9/20に１・２年生が木次図書館の見学に
行きました。「図書館には本が何冊ある
か」などの質問に答えてもらったり、借り
方や返し方を教えてもらったりしました。
また、すぐに見つけられない本を検索シ

ステムを使って探す体験もしました。２冊
ずつ借りて帰ったので、さらに読書が進み
そうですね。

浄水場・下水場の社会科見学
9/30に３・４年生が吉田町内の浄水場と下水

場の社会科見学に行きました。深野浄水場と吉
田浄水場のちがい、給水車のはたらき、下水場
の役割などを、市担当職員の方から教えてもら
うことができました。
ろ過のお話の場面では、今年学習した理科の

ろ過実験のことと関係づけて考えていました。
普段は見学できない場所を案内してもらい、

理解がより深まりました。

たたらの学習クライマックス
１学期から吉田小の友達と学習を進め
てきましたが、9/27についに「小だたら
操業」を行いました。
みんなで集めた砂鉄、小さく切った炭
の量を測り、慎重に炉に投入。炉から生
まれる火は、これまでに見たことのない
神秘的な色の炎でした！「今年のけらは
大きくて立派だよ！」と教えてもらい、
達成感あふれる活動となりました。



今後の主な行事予定（～１１/３０）
《１０月》
２４日 アイサポート研修 中学年

２５日 いも掘り

２８日 １～４年生遠足 ※全校弁当日

２９日 みーもスクール 中学年

《１１月》
１日 吉中文化祭リハーサル見学

７日 箏の授業 中学年

８日～生活習慣づくりチャレンジ～14日まで

１３日 菅原先生と音楽練習

神楽ケアポート公演 中学年

１４日 学習発表会リハーサル

１６日 学習発表会・開校150周年記念式典

１８日 振替休日

２０日 PTA全体会

２６日 就学時健康診断

ロードレース大会（予備日２７日）

２８日 スクールカウンセラー来校日

学校支援（クッキング） 中学年

健康教育の授業公開日

10/18に健康教育の授業公開と、学校保
健委員会研修会を行いました。
□１・２年生
「おへそのひみつ～わたしの誕生～」
赤ちゃん人形や映像を用い、お母さん
のおなかの中の仕組みを学習し、おうち
の方に自分が誕生した時のお話を聞きま
した。

□３・４年生
「よくかんで食べよう」
栄養教諭からよく噛んで食べることの
大切さを、お話とカムカム実験、映像な
どによって体験的に学びました。よく噛
むメニューを親子で考えました。

□５・６年生
「けがの予防」
自分の身を守るためにけがの応急処置
について、役割を考えながら道具を選
択したり、養護教諭の手当てを実際に
見たりし、実践力を高めました。

・みんなとね なかよくあそぶと たのしいね
（１年 さん）

・いちにちいっかい だれかにやさしくしよう
（１年 さん）

・えがおはね みんなを なかよくしてくれる
（１年 さん）

人権標語

・友だちに フワフワ言葉を 言いたいな
（４年 さん）

・友だちが こまっていたら 助けよう
（４年 さん）

・ありがとう その一言が うれしいよ
（５年 さん）

・気づかって 話してどっちも いい気持ち
（６年 さん）

・ありがとう みんなの気持ち うれしいな
（６年 さん）

・おこってる？ きいてあげよう こまりごと
（６年 さん）

先月号でお伝えした田井小人権週
間の取組として、子どもたちが考え
た人権標語を紹介します。
「友だちを大切に」「ありがとう

を伝えたい」など、様々な学習の成
果が表れていると思います。

・ありがとう そのひとことが うれしいよ
（２年 さん）

・みんな友だち けんかしてもなかよし
（２年 さん）

・みんなで遊ぼう 楽しいよ
（３年 さん）

・大じょうぶ？ その一言で ほっとする
（３年 さん）

・えがおで皆に 元気よくあいさつをしよう
（３年 さん）

・あいてへの おもいやるきもち 大切に
（３年 さん）


